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１．セグメント別売上高（対前年増減率：％）

百貨店事業 ▲ 3.1  ( ▲2.9 ) ▲ 1.8  ( 1.3 )

パルコ事業 ▲ 1.9 1.8

卸 売 事 業 ▲ 14.1 ▲ 6.4

クレジット事業 18.2 19.9

その他事業 17.8 10.9

連 結 合 計 ▲ 2.2 0.0
(注)百貨店事業合計の（　）内は、松坂屋銀座店（銀座再開発・建替えのため2013年6月30日営業終了）を除く既存店ベース。

　　 

　　　　　　

２．売上高概況

１）百貨店事業

・ ７月度の百貨店事業の売上高は､前年より梅雨明けが遅れたことによる降雨日数増や台風の影響により､月

前半のクリアランスセールは低調に推移したものの、中旬以降衣料品を中心に売上が顕著に回復したこと    

から、大丸松坂屋百貨店合計では対前年▲2.6％減、関係百貨店を含めた百貨店事業合計では同▲2.9％減    

となり、前月よりもさらにマイナス幅を縮小させた。    

２）パルコ事業

・ 前年より遅い梅雨明けや大型台風など悪天候の影響により、月前半のセールは苦戦したものの、中旬以降

は好天が続き、カフェなどの飲食が猛暑による影響で好調だったほか、秋色夏素材商品を始めとする衣料

品を中心に売上が前年を上回る基調で推移したことにより、パルコ事業は対前年▲1.9％減となった。

３）その他

・ 卸売事業の大丸興業は、化学品が売上を伸ばしたものの､食品やホームセンター向け商材などが苦戦し､対

前年▲14.1％減となった。

・ クレジット事業のＪＦＲカードは、大丸松坂屋百貨店のお得意様ゴールドカードのクレジット化による手

数料収入の増加などが寄与し、対前年18.2％増となった。

・ その他事業は、グループ外の内装工事の売上計上により大幅増となったＪ．フロント建装が牽引した。
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１．売上高および入店客数（対前年増減率：％）

　  大丸 心斎橋店 ▲10.5 ▲0.5
　  大丸 梅田店 7.5 2.3
　  大丸 東京店 2.5 6.1
　  大丸 浦和パルコ店 ▲5.3 ▲4.0
　  大丸 京都店 ▲0.8 2.7
　  大丸 山科店 ▲0.5 ▲2.8
　  大丸 神戸店 ▲4.9 3.5
　  大丸 須磨店 ▲6.0 ▲3.5
　  大丸 芦屋店 ▲3.6 ▲2.5
　  大丸 札幌店 ▲1.7 0.5
　  松坂屋 名古屋店 0.1 3.5
　  松坂屋 上野店 ▲10.1 ▲7.3
　  松坂屋 静岡店 ▲4.2 2.3
　  松坂屋 高槻店 ▲1.3 ▲0.5
　  松坂屋 豊田店 ▲4.7 ▲1.8

大丸松坂屋百貨店合計 ▲2.6 1.5
博多大丸 ▲5.6 0.3
下関大丸 ▲5.4 ▲3.0
高知大丸 ▲5.0 ▲3.6

百貨店事業合計 ▲2.9 1.3
（注）合計は、松坂屋銀座店（銀座再開発・建替えのため2013年6月30日営業終了）を除く既存店ベース。

      前年に松坂屋銀座店を含めた７月度売上高の対前年増減率は､大丸松坂屋百貨店合計 対前年▲2.8％減､百貨店事業合計 同▲3.1％減。

      前年に松坂屋銀座店を含めた３～７月度累計売上高の対前年増減率は､大丸松坂屋百貨店合計 対前年▲1.9％減､百貨店事業合計 同▲1.8％減。

２．大丸松坂屋百貨店　商品別売上高（対前年増減率：％）

  紳士服・洋品
  婦人服・洋品
  子供服・洋品
  その他の衣料品
衣料品計
身 回 品
  化粧品
  美術･宝飾･貴金属
  その他雑貨
雑 貨 計
  家  具
  家  電
  その他の家庭用品
家庭用品計
  生  鮮
  菓  子
  惣  菜
  その他食料品
食料品計
食堂・喫茶
サービス
そ の 他

合　　　計
（注）松坂屋銀座店（銀座再開発・建替えのため2013年6月30日営業終了）を除く既存店ベース。

３．売上高概況

婦人服･洋品は、中旬以降はスカート、ワンピースなど夏物衣料が活発に動いたものの、上旬の天候要
因が響いた。紳士服･洋品は､スーツなどビジネスウェアがよく動き､ほぼ前年並みまで回復した。身回
品は､かばん･旅行用品が売上を伸ばしたものの､婦人靴などが苦戦した。雑貨は、美術品が前年を上回
ったことに加え、化粧品も前年並みまで回復したことから､マイナス幅は前月よりさらに縮小した。食
品は､洋菓子が好調であった菓子が前年を上回った。なお３～７月度累計の商品別売上高増減率は、ほ
とんどの部門でプラスとなった。
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